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回次
第89期

中間連結会計期間
第90期

中間連結会計期間
第89期

会計期間
自　2023年4月 1日
至　2023年9月30日

自　2024年4月 1日
至　2024年9月30日

自　2023年4月 1日
至　2024年3月31日

売上高 （百万円） 454,532 493,233 920,234

経常利益 （百万円） 31,779 34,782 60,824

親会社株主に帰属する

中間（当期）純利益
（百万円） 20,137 22,805 42,365

中間包括利益又は包括利益 （百万円） 83,468 △8,115 152,000

純資産額 （百万円） 986,004 1,042,384 1,054,493

総資産額 （百万円） 1,308,954 1,338,441 1,355,312

1株当たり中間（当期）純利益 （円） 16,797 19,023 35,339

潜在株式調整後1株当たり

中間（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 73.6 76.2 76.1

営業活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） 39,011 54,735 105,708

投資活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） △45,007 △44,042 △99,612

財務活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） 4,406 △6,175 1,394

現金及び現金同等物の

中間期末（期末）残高
（百万円） 309,683 316,183 323,941

第一部【企業情報】

第1【企業の概況】

1【主要な経営指標等の推移】

（注）1．当社は中間連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

2．潜在株式調整後1株当たり中間（当期）純利益については、潜在株式がないため記載しておりません。

2【事業の内容】

　当中間連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な変更

はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第2【事業の状況】

1【事業等のリスク】

　当中間連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

2【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（1）財政状態及び経営成績の状況

（a）財政状態に関する分析

　当中間連結会計期間末の資産の残高は、売上債権の減少等により、前連結会計年度末に比べ16,871百万円減少

の1,338,441百万円となりました。

　負債の残高は、仕入債務の減少等により、前連結会計年度末に比べ4,762百万円減少の296,056百万円となりま

した。

　純資産の残高は、為替換算調整勘定の減少等により、前連結会計年度末に比べ12,108百万円減少の1,042,384百

万円となりました。

（b）経営成績の分析

　当中間連結会計期間における日本経済は、雇用・所得環境の改善や各種政策のもとで緩やかな回復基調となり

ましたが、エネルギーコスト上昇や円安傾向の継続、人手不足等による物価上昇及び賃金の上昇が続いておりま

す。世界経済は、全体としては底堅く推移しているものの、ウクライナ、中東地域等の不安定な国際情勢や、中

国経済の先行き懸念など様々な不透明要因があり、各国の金融政策や為替相場の動向を含め、引き続き注視して

いく必要があります。

　このような環境のもと、当社グループの当中間連結会計期間における売上高は前年同期比8.5％増の493,233百

万円、営業利益は前年同期比10.5％増の31,731百万円、経常利益は前年同期比9.4％増の34,782百万円、親会社株

主に帰属する中間純利益は前年同期比13.2％増の22,805百万円となりました。

セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

（ファスニング）

　当中間連結会計期間のファスニング事業を取り巻く事業環境は、世界的な物価高騰、銅価格の上昇、コンテナ

不足によるロジスティクスの混乱等により、景気の先行き不透明な状況が続いているものの、アパレル小売市場

においてはコロナ禍以降高止まりしていた在庫水準が落ち着きを取り戻しつつあります。

　このような事業環境のもと、顧客要望納期対応をはじめとした施策の奏功により、ASEAN、ISAMEA、中国地域に

おいて、2024年秋冬物及び2025年春夏物衣料品向けの受注・販売が好調に推移し、売上高（セグメント間の内部

売上高を含む）は前年同期比19.0％増の220,686百万円となりました。営業利益は、材料高騰やインフレに対応す

るための賃金改定実施による労務費の上昇等の減益要因があったものの、販売ボリュームの増加及び操業度向上

に加え、継続的なコストダウンの実施等の影響により、前年同期比82.0％増の27,296百万円となりました。

（AP）

　当中間連結会計期間のAP事業を取り巻く事業環境は、日本国内においては、住宅価格の高騰継続により、新設

住宅着工戸数は前年同期を下回りました。海外においては、北米では、ビル建材市場は金利の高止まりによる不

動産市況の悪化により低調な状況が継続、住宅建材市場は着工が前年同期を下回りました。中国では住宅購入支

援策が打ち出されたものの市場縮小傾向は継続、台湾では住宅着工は増加、インドネシアでは住宅購入税制優遇

による景気刺激策が継続されております。

　このような事業環境のもと、日本国内においては、樹脂窓等の販売は前年同期を上回ったものの、国内全体で

は前年同期を下回りました。海外においては、北米ではビル建材、住宅建材ともに販売は前年同期を上回りまし

た。中国では内需における中級市場での販売が好調に推移しました。また、台湾では順調な物件施工により販売

が好調に推移し、インドネシアでも販売が好調に推移しました。

　この結果、売上高（セグメント間の内部売上高を含む）は前年同期比1.1％増の270,899百万円、営業利益は、

資材価格の高騰や販管費の増加等の影響を製造コストダウン等で吸収できず、前年同期比62.5％減の5,887百万円

となりました。
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（その他）

　その他の事業については、不動産、アルミ製錬事業等を行っております。

　当中間連結会計期間におけるその他の事業の売上高（セグメント間の内部売上高を含む）は、前年同期比

24.3％増の18,732百万円、営業利益は989百万円（前年同期は営業損失375百万円）となりました。

（2）キャッシュ・フローの状況

　当中間連結会計期間末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ7,758百万円減少し、316,183

百万円となりました。当中間連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動によって得られた資金は54,735百万円であり、前年同期比で15,724百万円の増加となりました。これ

は主に仕入債務の増減額の増加によるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動により使用された資金は44,042百万円であり、前年同期比で965百万円の減少となりました。これは主

に定期預金の払戻による収入の増加によるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動により使用された資金は6,175百万円（前年同期は4,406百万円の獲得）となりました。これは主に当

中間連結会計期間は配当金の支払い、前年同期は社債の発行による収入があったことによるものです。

（3）会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

　前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の

分析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありません。

（4）経営方針・経営戦略等

　当中間連結会計期間において、当社グループの経営方針・経営戦略等について重要な変更はありません。

（5）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　当中間連結会計期間において、当社グループが優先的に対処すべき課題について重要な変更はありません。

（6）研究開発活動

　当中間連結会計期間におけるグループ全体の研究開発費の金額は14,441百万円であります。

　なお、当中間連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

（7）経営成績に重要な影響を与える要因

　当中間連結会計期間において、新たに経営成績に影響を与える事象は発生しておりません。

（8）資本の財源及び資金の流動性についての分析

　当中間連結会計期間において、重要な変更はありません。

3【経営上の重要な契約等】

　当中間連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

- 4 -



種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 4,260,000

計 4,260,000

第3【提出会社の状況】

1【株式等の状況】

（1）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類
中間会計期間末
現在発行数（株）
（2024年9月30日）

提出日現在発行数（株）
（2024年11月7日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品

取引業協会名
内容

普通株式 1,199,240.05 1,199,240.05
非上場

非登録

単元株制度を採用

しておりません。

計 1,199,240.05 1,199,240.05 － －

②【発行済株式】

（2）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　　　　　　該当事項はありません。

②【その他の新株予約権等の状況】

　　　　　　該当事項はありません。

（3）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

年月日
発行済株式
総数増減数

（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額

（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

2024年4月 1日～

2024年9月30日
－ 1,199,240.05 － 11,992 － 35,261

（4）【発行済株式総数、資本金等の推移】

2024年9月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数

（株）

発行済株式（自
己株式を除
く。）の総数に
対する所有株式
数の割合(％)

YKK恒友会（従業員持株会） 東京都千代田区神田和泉町1 290,350.00 24.22

㈲吉田興産 富山県黒部市前沢3514-1 160,365.30 13.38

㈱みずほ銀行 東京都千代田区大手町1-5-5 59,448.00 4.96

吉田忠裕 神奈川県藤沢市 55,941.85 4.67

㈱北陸銀行 富山県富山市堤町通り1-2-26 36,291.00 3.03

明治安田生命保険相互会社 東京都千代田区丸の内2-1-1 32,000.00 2.67

吉田政裕 東京都渋谷区 30,136.90 2.51

吉川美知子 大阪府豊中市 20,107.90 1.68

吉田直人 東京都台東区 19,930.50 1.66

田中ゆかり 東京都新宿区 16,724.10 1.40

計 － 721,295.55 60.17

（5）【大株主の状況】
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2024年9月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）

（自己保有株式）

－ －普通株式

448

完全議決権株式（その他）
普通株式

1,195,956 －
1,195,956

端株
普通株式

－ －
2,836.05

発行済株式総数 1,199,240.05 － －

総株主の議決権 － 1,195,956 －

（6）【議決権の状況】

①【発行済株式】

2024年9月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

（自己保有株式）

YKK㈱
東京都千代田区

神田和泉町1番地
448 － 448 0.0

計 － 448 － 448 0.0

②【自己株式等】

2【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第4【経理の状況】

1．中間連結財務諸表の作成方法について
　当社の中間連結財務諸表は、「連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和51年大蔵省令第28

号。以下「連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　また、当社は、金融商品取引法第24条の5第1項の表の第3号の上欄に掲げる会社に該当しますが、同項ただし書後

段の規定に基づき、連結財務諸表規則第1編及び第3編の規定により第1種中間連結財務諸表を作成しております。

2．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、中間連結会計期間（2024年4月1日から2024年9月30日ま

で）に係る中間連結財務諸表について、EY新日本有限責任監査法人による期中レビューを受けております。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
（2024年3月31日）

当中間連結会計期間
（2024年9月30日）

資産の部

流動資産

現金及び預金 345,073 341,139

受取手形、売掛金及び契約資産 217,451 209,105

有価証券 5,048 4,424

棚卸資産 ※2 197,231 ※2 199,276

その他 36,472 34,458

貸倒引当金 △3,022 △3,005

流動資産合計 798,253 785,399

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 523,595 529,444

減価償却累計額 △355,093 △354,709

建物及び構築物（純額） 168,502 174,734

機械装置及び運搬具 788,657 778,649

減価償却累計額 △645,042 △638,011

機械装置及び運搬具（純額） 143,614 140,638

土地 66,057 65,918

建設仮勘定 35,859 27,078

その他 152,812 151,107

減価償却累計額 △113,220 △111,733

その他（純額） 39,592 39,373

有形固定資産合計 453,626 447,743

無形固定資産 30,666 31,571

投資その他の資産

投資有価証券 39,771 41,609

繰延税金資産 13,155 12,392

その他 20,978 20,928

貸倒引当金 △1,139 △1,203

投資その他の資産合計 72,765 73,727

固定資産合計 557,059 553,042

資産合計 1,355,312 1,338,441

1【中間連結財務諸表】

（1）【中間連結貸借対照表】
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（単位：百万円）

前連結会計年度
（2024年3月31日）

当中間連結会計期間
（2024年9月30日）

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 59,323 57,640

短期借入金 4,942 4,499

１年内返済予定の長期借入金 1,008 1,008

未払法人税等 7,664 7,685

賞与引当金 19,947 23,641

従業員預り金 36,903 36,548

その他 85,321 81,655

流動負債合計 215,110 212,679

固定負債

社債 20,000 20,000

長期借入金 1,027 1,023

繰延税金負債 5,248 5,090

退職給付に係る負債 34,840 34,557

役員退職慰労引当金 446 447

その他 24,144 22,257

固定負債合計 85,708 83,376

負債合計 300,819 296,056

純資産の部

株主資本

資本金 11,992 11,992

資本剰余金 35,394 35,394

利益剰余金 835,109 854,558

自己株式 △26 △27

株主資本合計 882,471 901,917

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 15,241 16,134

繰延ヘッジ損益 2,029 1,349

為替換算調整勘定 118,356 86,981

退職給付に係る調整累計額 13,130 13,633

その他の包括利益累計額合計 148,758 118,098

非支配株主持分 23,263 22,368

純資産合計 1,054,493 1,042,384

負債純資産合計 1,355,312 1,338,441
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（単位：百万円）

前中間連結会計期間
（自　2023年4月 1日

　　至　2023年9月30日）

当中間連結会計期間
（自　2024年4月 1日

　　至　2024年9月30日）

売上高 454,532 493,233

売上原価 298,071 318,821

売上総利益 156,461 174,411

販売費及び一般管理費 ※ 127,734 ※ 142,679

営業利益 28,726 31,731

営業外収益

受取利息 2,711 3,448

受取配当金 397 454

為替差益 2,322 －

雑収入 1,407 2,340

営業外収益合計 6,839 6,243

営業外費用

支払利息 465 629

為替差損 － 454

正味貨幣持高に係る損失 784 832

雑損失 2,536 1,275

営業外費用合計 3,786 3,192

経常利益 31,779 34,782

特別利益

固定資産売却益 1,282 671

負ののれん発生益 － 1,172

受取保険金 426 －

特別利益合計 1,709 1,844

特別損失

固定資産売却損 27 51

固定資産除却損 842 601

製品改修引当金繰入額 － 1,160

訴訟関連費用 2,260 －

その他 118 298

特別損失合計 3,249 2,111

税金等調整前中間純利益 30,239 34,516

法人税等 9,486 10,827

中間純利益 20,752 23,688

非支配株主に帰属する中間純利益 615 883

親会社株主に帰属する中間純利益 20,137 22,805

（2）【中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書】

【中間連結損益計算書】
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（単位：百万円）

前中間連結会計期間
（自　2023年4月 1日

　　至　2023年9月30日）

当中間連結会計期間
（自　2024年4月 1日

　　至　2024年9月30日）

中間純利益 20,752 23,688

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 3,960 892

繰延ヘッジ損益 521 △679

為替換算調整勘定 56,152 △32,504

退職給付に係る調整額 2,078 491

持分法適用会社に対する持分相当額 2 △3

その他の包括利益合計 62,715 △31,803

中間包括利益 83,468 △8,115

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 81,187 △7,854

非支配株主に係る中間包括利益 2,281 △260

【中間連結包括利益計算書】
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（単位：百万円）

前中間連結会計期間
（自　2023年4月 1日

　　至　2023年9月30日）

当中間連結会計期間
（自　2024年4月 1日

　　至　2024年9月30日）

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前中間純利益 30,239 34,516

減価償却費 30,582 33,107

貸倒引当金の増減額（△は減少） 211 134

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 1,716 597

受取利息及び受取配当金 △3,109 △3,903

支払利息 465 629

正味貨幣持高に係る損失 784 832

負ののれん発生益 － △1,172

有形固定資産除却損 292 344

有形固定資産売却損益（△は益） △1,230 △620

製品改修引当金繰入額 － 1,160

売上債権の増減額（△は増加） △3,319 4,723

棚卸資産の増減額（△は増加） 4,386 △7,738

仕入債務の増減額（△は減少） △21,949 △1,129

その他 5,958 △769

小計 45,030 60,712

利息及び配当金の受取額 3,140 4,067

利息の支払額 △375 △554

法人税等の支払額 △8,782 △9,488

営業活動によるキャッシュ・フロー 39,011 54,735

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △10,663 △20,719

定期預金の払戻による収入 3,500 15,814

有形固定資産の取得による支出 △36,570 △35,489

有形固定資産の売却による収入 1,903 1,302

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による

支出
－ △213

その他 △3,177 △4,735

投資活動によるキャッシュ・フロー △45,007 △44,042

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 305 △309

長期借入れによる収入 11 9

長期借入金の返済による支出 △12 △10

社債の発行による収入 20,000 －

社債の償還による支出 △10,000 －

配当金の支払額 △3,103 △3,333

その他 △2,795 △2,530

財務活動によるキャッシュ・フロー 4,406 △6,175

現金及び現金同等物に係る換算差額 19,567 △12,276

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 17,977 △7,758

現金及び現金同等物の期首残高 291,706 323,941

現金及び現金同等物の中間期末残高 ※ 309,683 ※ 316,183

（3）【中間連結キャッシュ・フロー計算書】
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等の適用）

　「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号 2022年10月28日）等を当中間連結

会計期間の期首から適用しております。

　なお、当該会計方針の変更による中間連結財務諸表への影響はありません。

（中間連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

税金費用については、当中間連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後

の実効税率を合理的に見積り、税引前中間純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

前連結会計年度
（2024年3月31日）

当中間連結会計期間
（2024年9月30日）

みずほ信託銀行㈱（YKK恒友会信託口） 537百万円 186百万円

前連結会計年度
（2024年3月31日）

当中間連結会計期間
（2024年9月30日）

商品及び製品 41,863百万円 39,091百万円

原材料及び貯蔵品 78,666 79,729

仕掛品 76,701 80,455

（中間連結貸借対照表関係）

1　保証債務

　金融機関等からの借入に対する債務保証は、次のとおりであります。

※2　棚卸資産の内訳は、次のとおりであります。
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　前中間連結会計期間
（自  2023年4月 1日

　　至  2023年9月30日）

　当中間連結会計期間
（自  2024年4月 1日

　　至  2024年9月30日）

貸倒引当金繰入額 57百万円 101百万円

従業員給与手当 43,718 49,023

賞与引当金繰入額 9,783 11,078

退職給付費用 5,609 5,253

役員退職慰労引当金繰入額 27 29

（中間連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

　前中間連結会計期間
（自　2023年4月 1日

　　至　2023年9月30日）

　当中間連結会計期間
（自　2024年4月 1日

　　至　2024年9月30日）

現金及び預金勘定 325,108百万円 341,139百万円

有価証券 4,152 4,424

  計 329,260 345,563

預入期間が3か月を超える定期預金他 △19,576 △29,380

現金及び現金同等物 309,683 316,183

（中間連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の中間期末残高と中間連結貸借対照表に記載されている科目の金額との関係は次のとおり

であります。

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

 1株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

 2023年6月29日

 定時株主総会
普通株式 3,116 2,600 2023年3月31日 2023年6月30日 利益剰余金

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

 1株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

 2024年6月27日

 定時株主総会
普通株式 3,356 2,800 2024年3月31日 2024年6月28日 利益剰余金

（株主資本等関係）

Ⅰ　前中間連結会計期間（自　2023年4月1日　至　2023年9月30日）

　配当金支払額

Ⅱ　当中間連結会計期間（自　2024年4月1日　至　2024年9月30日）

　配当金支払額
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（単位：百万円）

報告セグメント
その他
（注）1

調整額
（注）2

中間連結
損益計算書

計上額
（注）3

ファス
ニング

AP 計

売上高

外部顧客への売上高 184,331 267,818 452,149 2,382 － 454,532

セグメント間の内部

売上高又は振替高
1,168 75 1,243 12,684 △13,928 －

 計 185,499 267,893 453,393 15,067 △13,928 454,532

セグメント利益又は損失（△） 14,997 15,711 30,708 △375 △1,606 28,726

（単位：百万円）

報告セグメント
その他
（注）1

調整額
（注）2

中間連結
損益計算書

計上額
（注）3

ファス
ニング

AP 計

売上高

外部顧客への売上高 219,469 270,781 490,251 2,981 － 493,233

セグメント間の内部

売上高又は振替高
1,216 117 1,333 15,750 △17,084 －

 計 220,686 270,899 491,585 18,732 △17,084 493,233

セグメント利益 27,296 5,887 33,184 989 △2,441 31,731

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前中間連結会計期間（自　2023年4月1日　至　2023年9月30日）

　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）1．「その他」には、不動産、アルミ製錬等の事業活動を含んでおります。

2．セグメント利益又は損失の調整額△1,606百万円には、セグメント間取引消去1,517百万円及び配賦不能営業

費用△3,124百万円が含まれております。配賦不能営業費用は、当社の全社共通部門に係る費用等でありま

す。

3．セグメント利益又は損失は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ　当中間連結会計期間（自　2024年4月1日　至　2024年9月30日）

　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）1．「その他」には、不動産、アルミ製錬等の事業活動を含んでおります。

2. セグメント利益の調整額△2,441百万円には、セグメント間取引消去1,115百万円及び配賦不能営業費用

△3,557百万円が含まれております。配賦不能営業費用は、当社の全社共通部門に係る費用等であります。

3. セグメント利益は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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前中間連結会計期間
（自　2023年4月 1日

　　至　2023年9月30日）

当中間連結会計期間
（自　2024年4月 1日

　　至　2024年9月30日）

主たる地域

日本 14,840 百万円 14,580 百万円

Americas 25,729 26,643

Europe 30,370 31,011

ISAMEA 25,370 33,482

ASEAN 41,470 52,197

中国 46,551 61,554

計 184,331 219,469

前中間連結会計期間
（自　2023年4月 1日

　　至　2023年9月30日）

当中間連結会計期間
（自　2024年4月 1日

　　至　2024年9月30日）

主たる地域

国内
219,875 百万円 216,436 百万円

（53,806） （55,351）

海外
47,942 54,345

（12,768） （15,412）

計
267,818 270,781

（66,575） （70,764）

（収益認識関係）

　顧客との契約から生じる収益を分解した情報

（1）ファスニング事業

（注）1．外部顧客に対する売上高を表示しております。

2．ファスニング事業における売上高は、主として一時点で顧客に移転される財又はサービスから生じる

　 収益であります。

（2）AP事業

（注）1．外部顧客に対する売上高を表示しております。

2．（　）内の売上高は、一定の期間にわたり顧客に移転される財又はサービスから生じる収益でありま

　 す。その内、契約期間が1年を超える長期契約に係る収益の合計は、前中間連結会計期間は

　 41,744百万円、当中間連結会計期間は45,001百万円であります。

　前中間連結会計期間
（自　2023年4月 1日

　　至　2023年9月30日）

　当中間連結会計期間
（自　2024年4月 1日

　　至　2024年9月30日）

1株当たり中間純利益 16,797円 19,023円

（算定上の基礎）

親会社株主に帰属する中間純利益

（百万円）
20,137 22,805

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する

中間純利益（百万円）
20,137 22,805

普通株式の期中平均株式数（千株） 1,198 1,198

（1株当たり情報）

1株当たり中間純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

（注）潜在株式調整後1株当たり中間純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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（重要な後発事象）

　　　　該当事項はありません。

2【その他】

　該当事項はありません。

第二部【提出会社の保証会社等の情報】

　　該当事項はありません。
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独立監査人の中間連結財務諸表に対する期中レビュー報告書

              2024年11月7日

YKK株式会社

取締役会　御中

EY新日本有限責任監査法人

東京事務所

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

公認会計士 山　﨑　　隆　浩

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

公認会計士 表　　　　晃　靖

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

公認会計士 野　村　　充　基

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているYKK株式会社の2024

年4月1日から2025年3月31日までの連結会計年度の中間連結会計期間（2024年4月1日から2024年9月30日まで）に係る中間

連結財務諸表、すなわち、中間連結貸借対照表、中間連結損益計算書、中間連結包括利益計算書、中間連結キャッシュ・

フロー計算書及び注記について期中レビューを行った。

　当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の中間連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る企業会計の基準に準拠して、YKK株式会社及び連結子会社の2024年9月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する

中間連結会計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要な点

において認められなかった。

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。期

中レビューの基準における当監査法人の責任は、「中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載され

ている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、

監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断し

ている。

中間連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して中間連結財務諸表を作成し適

正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない中間連結財務諸表を作成し適正に表示す

るために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　中間連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき中間連結財務諸表を作成することが適切で

あるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を

開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から中間連結財

務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー手続

を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の

財務諸表の監査に比べて限定された手続である。



　（注）1．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（半期報告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　2．XBRLデータは期中レビューの対象には含まれていません。

・継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認めら

れると判断した場合には、入手した証拠に基づき、中間連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる企業会計の基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、

継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、期中レビュー報告書において中間連結財務諸表の注記事項

に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する中間連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、中間連結財務諸

表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに

入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・中間連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠していな

いと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた中間連結財務諸表の表示、構成及び内

容、並びに中間連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事項が認められないかど

うかを評価する。

・中間連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査人

は、中間連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監査人の結論

に対して責任を負う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見

事項について報告を行う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合

又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　　上


